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英語教育推進事業費
　　　【知事重点事業】
【事業目的】
小・中・高を通じて、グローバル化に対応した英語教育を強力に推進し、国際共通語としての英語によるコミュニケーション力の基盤を築く。
【平成２６年度当初予算額】　　　６０，７５０　千円　　
　　　　　　　　　　　　　　　　＜債務負担行為　平成27年度　96,000千円＞
【事業内容】
小学校初期段階からの英語教育の充実《英語学習の実践研究及びパッケージの開発・展開》
・英語の４技能（読む・聞く・話す・書く）をバランスよく身につけるため、小学校１年生から、英語の「文字」と「綴り」の関係を学ぶ、いわゆるフォニックスを中心とした新しい英語学習パッケージを民間事業者（公募）と共同で開発する。（平成26～27年度）
・府内公立小学校で、効果的に活用できるようにするため、府内７中学校区の小学校２０校程度を研究協力校に指定し、１年生から６年生までの全学年で、フォニックスを中心とした学習を実践研究し、教訓や成果を開発に活かす。
・開発した英語学習パッケージは、平成28年度以降、府内の全公立小学校へ展開する。
中学校での発展的な英語学習の研究《多読・多聴（エクステンシブリーディング）の実践研究》
　・小学校での英語学習で育んだ力を、中学校でさらに伸ばすため、洋書を活用した多読・多聴
（エクステンシブリーディング）の実践研究を府内７中学校を研究協力校に指定して行う。

・府はこれらの研究用教材に必要な経費補助を行う。（補助率１/２）

＜英語学習の実践研究及びパッケージ開発・展開のスケジュール＞
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主要事業　１





英語学習パッケージを業者と共同開発





研究成果・実践内容をフィードバック








教育課程外の活動として研究用教材を


活用した英語学習の実施（研究協力校）


音声と綴りの関連性を学ぶフォニックス学習。


15分のモジュールを活用し英語に慣れ親しませる。


基本的な「読むこと」「書くこと」の指導。








完成








英語学習


パッケージ


を全小学校へ展開





多読・多聴（エクステンシブリーディング）の実践研究


多読・多聴による語彙力、表現力、コミュニケーション力の向上。


英語の理解を深める発展的な学習。











研究成果を踏まえて検討
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